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に、奥地天然林の伐採や里山広葉樹林の人工

林への転換といった野心的な大増産計画が打

ち出された。それと同時に、世界で類を見な

いほど中央集権的で トップダウンの森林計画

制度が発足する。短期間で木材を増産するに

は長い伐期はとれない。30年 とか 40年 と

いった短い伐期を定め、私有林に対しても伐

採個所や造林個所まで上から指定するほどの

徹底ぶりであった。その代わり造林などに対

しては手厚い補助金が交付された。さらに木

材価格の上昇が加わって、官民挙げての大植

林事業が目覚ましい勢いで進展する。

私が国の林業試験場に就職した 1958年頃

のことを思い返してみると、森林の荒廃を憂

える危機感は国民の間に広く浸透 していた。

資源調査会からの発信が一役買っていたの

である。おそらく林野庁単独の提言にとど

まっていたら、これほどの支持は得 られな

かったであろう。当時、資源調査会と言え

ば、GHQの後ろ盾のもと省庁の上に君臨す
る存在であった。

3.大 増産計画の破綻
ところが、官主導の短兵急な木材大増産計

画は早くも60年代からほころびが出てくる。

奥地の国有林が大面積に皆伐されたことで、

河川の流れが不安定になり、土砂崩れがあち

こちで発生した。自然破壊はやめろ、という

皆伐反対の声が大きくなるのは当然である。

さらに森林部会は木材輸入の可能性をほぼ

完全に排除していたのだが、60年代の半ば

あたりから北方や熱帯の天然林材が沿々と入

り始めた。大径の天然林材に比べれば、短伐

期のスギやヒノキはいわば未熟材であり、

すっかり売れなくなった。また伝統的な林業

技術は、伐出にしろ育林にしろ、高い木材価

格と安い農村賃金のもとで形成 されたもの

で、恐ろしく労働多投的である。これではコ

ス ト面でも外材と太刀打ちできない。

植林 したスギやヒノキはどんどん大きく

なっているのに、採算割れで山から伐り出せ

なくなった。木材自給・大増産の掛け声とは

裏腹に、70年以降、国内の木材生産量は一

方的に減少し、自給率は 20%を割り込む有

24

様であった。 トップダウンの壮大な森林計画
もたちまち絵に描いた餅になり、まさに「持

たぎる国の資源放棄」が起きてしまった。

考えてみれば、海に囲まれた日本では比較

的安い運賃で世界各地の木材が集まってく

る。戦後の高度経済成長は、海外から原材料

を輸入して工業製品をつくり、それを輸出す

ることで達成されたものである。海外から安

い木材が入ってくるなら、国内の林業を産業

として育成する必要はない。林業関係者が苦

労するようなら、補助金をくれてやればい

い。わが国の政財界でそうした雰囲気が少し

ずつ醸成されていったように思う。

国有林経営は 70年代に財政的に破綻し、

民有林は官主導の補助金行政で活力を失って

いく。先進国のなかでこれほどまでに元気を

なくした林業はめずらしい。林業・林産業を

とりまく状況がどんどん変化しているのに、

資源調査会の時代にセットされた森林・林業

政策の基本的な方向や、官主導の制度的な枠

組みがそのまま維持され、さらに混迷を深め

ることになった。民間企業の活力でグローバ

ル化の激流に対応した他の先進諸国とは対照

的である。

4.国家総動員的発想と保全思想の奇妙
なミックス

本書を読んで、ちょっと驚いたのは、一見

旧弊から解き放たれたように見える資源調査

会の意外な内実であった。「戦前型の考えを

もった官僚Jが随所にかなり入っていたとい

うのである。「戦前からの物資総動員的政策

思潮とアメリカ的資源保全思潮との奇妙な

ミックス」だったという石井素介の言が引用

されている。

実のところ、戦後の林政は 1939年の改正

森林法と密接につながっている。この改正は

前年に公布された国家総動員法を背景にして

おり、政府の監督・介入を一段と強めて森林

資源の増強・確保を図ろうとするものであっ

た。具体的には、すべての私有林は施業案の

編成を義務づけられ、知事の認可を受けるこ

とになった。また各市町村に設置された官製

の森林組合を通じて民有林への政府の干渉が

強まっていくc

39年の改正森林t

成果を上げるまでに

終戦直後に木材不足

官主導の森林計画調

を新たにして一挙に

とができる。これ :こ

会議」や GHQの天」
えなかったのか=こ
ていたことである

=

ここでアメリカに

少し見ておこう.11

たテオ ドア・ルーズ

の森林局長ジフォー

新しい保全運動を展

くに重視したのは、

などの私企業による

目指すべきは、あく

期にわたる最大幸福

が森林管理のキーワ

これはどちらかと

の功利主義の伝績を

で、森林を自然のま

排除するという発想

利用を決めるのは、

な判断であり、森林

は森林のことに口出

を取ることもしばし

こうした態度は後

とになるが、第二次

には「森林の経営を

い、政府が監督す´

強く残っていて、私

成を義務づけよう

GHQの なかにこの
`

したら、日本の森林

にも好意的な態度を

GHQの天然資源 1

は、ニューディール

である。フランクリ

のもとで始まったニ

の農村の貧困に焦点

切な資源利用と不公

ため、土壌や森林の
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た。可能性を探るより、モノを直接輸入する

ほうがずっと手っ取り早いからである。

日本でも「○○流域総合開発」のような構

想が打ち上げられたことがあった。総合と銘

打ったものの、中身は関係省庁の施策や事業

の寄せ集めで、軸の弱さが目立っていたよう

に思う。縦割り行政の壁がすこぶる頑強なだ

けに、理論的にも政治的にもよほど強い求心

力がないとこの壁は破れない。総合的なアプ

ローチの重要性を強調するだけでは、行政も

国民も動かないのである。

アメリカの初期の保全運動にしても、ある

いはニューディールにしても、先導したのは

大統領であった。他方、わが資源調査会に対

する政治的なサポートははなはだ弱かったと

言わぎるを得ない。サポー トどころか、官庁

組織の中枢からどんどん周辺部に追いやら

れ、いつの間にか消えてしまった、というの

が私の印象である。

6.林 業の再建に向けて
最近になって日本でも少し状況が変わり始

めた。1930年代のアメリカのような農村部

の疲弊が目立つようになった。中山間地では

公共事業が減少し、あるいは誘致した工場が

閉鎖されるなどして雇用機会がどんどん失わ

れている。利用可能な身近な資源として森林

に目が向けられるのは当然であろう。

戦後に植えられた 1,000万 haの人工林も

40年生以上の林分が半分以上を占めるよう

になった。林野庁の森林資源モニタリング調

査のデータから推定すると、林木の総蓄積量

は 60億 m3、 その年成長量は 1.7億 m3に も

なる。この二つの数字はヨーロッパのどの国

よりも大きい。ところが森林から毎年伐り出

される木材の量はたった 02～ 0.25億 m3で、

成長量の 15%し か利用されていない。 ドイ
ツやオース トリアは成長量の約 70%を伐採
し、森林 lhaあ たりの木材生産量は 5m3を

超えている。lm3未満の日本とは比較になら

ない。

もともとわが国の林業は市場で高く売れる

材だけを出荷 して、並材の収益は期待せず、

燃料にしかならないものは山に捨ててくると

26

いう「一番玉」林業であった。ところが肝心

の良質材の価格が低落して行き詰まったので

ある。他方、独・喚

442だが、森林伐採で出てくる木質材料を
段階的にすべて利用するカスケード方式を確

立することでこの困難を乗り切ろうとしてい

る。大型の製材工場であれば、樹皮を燃料と

する熱電併給プラントを備えたり、あるいは

おが屑利用のペレットエ場を併設したりし

て、かつての廃棄物を貴重なエネルギー源に

変えている。また家族経営の私有林所有者た

ちは、何人かで有限会社や組合をつくり、本

質チ,プを用いた地域熱供給事業を行うよう
になった。このお陰で製材用丸太を出荷した

後に残る小径丸太や林地残材の有力な出口が

できたのである。

可能性の束である資源を有効に活用するに

は、資源を扱う人たちの創意工夫と協力が欠

かせない。しかるに国家総動員の流れをくむ

わが国の官主導林政は、ビジネスとして展開

え

てしまった。岐阜県で 1,000haの 森林を経営

していた石原猛志は 30年も前に「中央では

補助金の種類や額を増やせば林業は救えると

思っているようだが、これは逆に、なにくそ

と思って頑張っている人たちの芽を摘んでし

まうJと喝破している (『森林工場への道』
清文社、1982年刊)。

今日の「伐り捨て」間伐はまことに象徴的

である。人工林の過密化を避けるために多額

の補助金を支給して間伐を推進しているのだ

が、30年生、40年生の太い樹木が伐り倒さ

れたまま山に残っている。問伐というのは本

来収入を得るための行為であり、林業経営の

常識では考えられないことだ。間伐材を収益

にする仕組の欠落が致命傷になっている。

アメリカのニューディール政策にしても、

必要としたのではあるまいか。国家総動員的

思考とニュ=デ ィ
Iル的思を との奇妙な類似

性と共通した限界を思わずにはいられない。

(東京大学出版会、2011年 6月 、288頁、2,940円 )

国際学会紹介

2011年IUFヨ

1.会場と参加者
去る2011年 7月 2

ドイツ南部の フラ

IUFROの 小規模林ヨ

会が開催されたので

い。

小規模林業部会|

に設けられた研究静

く抱える欧州諸国の

国際研究集会がロロ

は京都を会場に研究

参加された読者も多

う。

2011年の研究集

`テンベルク州林業譲

によって開催され

超える国から同伴者

加し、50近くの報告

た。アジアからの■

く、東アジアから参

名のみであった
=

今回は、部会設立

バーデン・ヴュルテ

営部長の Brarldl博 二

り、博士御夫妻を■

囲気で進められた。

研究者も多く、幅広

共にしながら公私目

できた。会場は、フ

く、朝夕にはジョギ

者もいた.

2. 研究報告

今大会のテーマ田

済的な関わりにおけ

ergies and Conai`

Economic lnteractio

かだが、その造林地をベースにして林業

のビジネスを展開するには、また別の才覚を
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